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「天は人の上に人を造らず人の下に人を造らず」と言えり。 <中略> されど
も今、広くこの人間世界を見渡すに、かしこき人あり、おろかなる人あり、
貧しきもあり、富めるもあり、貴人もあり、下人もありて、その有様雲と泥
との相違あるに似たるはなんぞや。その次第はなはだ明らかなり。 

『実語教』に、「人学ばざれば智なし、智なき者は愚人なり」とあり。され
ば賢人と愚人との別は学ぶと学ばざるとによりてできるものなり。 

また世の中にむずかしき仕事もあり、やすき仕事もあり。そのむずかしき仕
事をする者を身分重き人と名づけ、やすき仕事をする者を身分軽き人とい
う。すべて心を用い、心配する仕事はむずかしくして、手足を用うる力役は
やすし。ゆえに医者、学者、政府の役人、または大なる商売をする町人、あ
またの奉公人を召し使う大百姓などは、身分重くして貴き者と言うべし。」

(福沢 諭吉,「学問のすすめ」)

AIによって崩れゆく「伝統的な学問と職業の世界観」
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「天は人の上に人を造らず、人の下に人を造らず」 
では、AIと人では？

AI ≠ 人
人

人
人 =

5



高等教育とAIを巡る個人的な考察と提言

「生成AIは、まだ大した技術ではない」かもしれないが、（他のAI技
術共々）ごく近い将来「大した技術」となることは明白 

生成AIの登場は、職業や働き方の変容を伴った大きな社会的変革を引
き起こし、教育機関としての大学や高等教育システム全体を大きく変
容していく 

近年世界の高等教育の潮流に乗り遅れてきた感のある日本の大学界
が、AIや自動翻訳ツールなどのスマート・テクノロジーを使うことで
巻き返しを図れる大きなチャンスが到来することもあり得る 

現在巻き起こっている生成AIを巡る様々な動きや議論を通じて、今の
高等教育の課題や可能性について詳細・広範に考察・洞察することが
重要（「写し鏡・拡大鏡・望遠鏡」としてのAI）
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コロナ禍の長いトンネルを抜けると 
生成AIの世界であった。
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大学教育における「コロナ禍」vs.「生成AI」への対応

ジェネリック・スキルと呼ばれるような「汎用的な知的能力」が必要と
される知的な仕事や課題を、生成AIに代替してやらせることができる
（もしくは、そのように見える）可能性の増大によって、「汎用的な知
的能力」を習得させることをより重視しつつある現行の大学教育は深刻
な挑戦を受けている！

「目的・目標が変わらない中での代替的な応急措置」 

vs.  

「試合中に得点方法や競技ルールの再考・変更を余儀なくされ、選手・観
客・審判の誰もが先が見通せず困惑する中で現実的な即応が迫られる」
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https://techstartups.com/2025/06/19/mit-study-finds-that-chatgpt-is-making-people-dumber-
83-of-chatgpt-users-cant-recall-what-they-just-wrote/

• 自らの脳だけを用いて課題に取
り組んだ参加者は、最も強い神
経活動を示し、記憶の想起も最
も優れていた。 

• 生成AIを使用した参加者は、脳
の結合性(connectivity)が最も
弱く、自分の書いた内容を思い
出すのに苦労した。 

• 生成AIを使用した参加者が、最
終セッションでAIなしで文章を
書くよう切り替えられたとき、
脳の関与(engagement)はさら
に低下した。 

• 最初は生成AIを使わずに始め、
その後生成AIを使った人々は、
常時生成AIを使用していた人々
よりも認知的なパフォーマンス
が良好であった。 

• 生成AIを使用した参加者は、自
分の文章に対する所有感が最も
低いと自己報告した。
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Figure 1. The dynamic Direct Transfer Function (dDTF) EEG analysis of Alpha Band for groups: 
LLM, Search Engine, Brain-only, including p-values to show significance from moderately 
significant (*) to highly significant (***).  

1  Nataliya Kosmyna is the corresponding author, please contact her at nkosmyna@mit.edu 
△  Distributed under CC BY-NC-SA 
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研究テーマ： 学習者の創造性(Creativity)を支援するために、生成AIをどのように活用
できるのか 

研究目的： 創造性を促進するための生成AIツールを理論に基づき設計・開発し、効果を
検証する 

創造的思考促進の理論・方法：創造的思考は、発散的思考（divergent thinking）と収
束的思考（convergent thinking）の連続的な相互作用によって促進される 

理論に基づきCreative Thinking Facilitatorを開発（Gemini 1.5 Pro） 

課題例：「AIの発展による産業構造の変化によって、どのような新しい仕事・職が生み
出されるか」、「ゲーミフィケーションの要素と報酬システムを利用して、人々がやり
たくないタスクや、続けにくい取組を支援するサービスを提案せよ」 

AI利用グループ vs. ワークシート利用グループにおける創造プロセスと成果の比較　
（大学生23名） 

事前アンケート、事後アンケート、課題のプロセスと成果物をインタビュー・データや
ルーブリック等を用いて量的・質的に評価

実践研究例1「学習者の創造性を促進するための生成AIの活用」
（研究概要）

(金, 2025)
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実践研究例1「学習者の創造性を促進するための生成AIの活用」
（主な研究結果）

1. 心理的安全性の確保への貢献 

失敗に対する心理的障壁を低減し、リスクテイキングを促進する環境の提供により、利用
者はより実験的なアイデアや従来の枠組みを超えた発想への挑戦が可能となり、創造的な
試行錯誤が機能的に促進されることが示唆された。 

2. 認知リソースの効率的配分を可能に 

生成AI による文章生成支援は、基礎的な作業の負荷を軽減し、利用者がアイデア創出によ
り多くの認知リソースを投入することにより、思考を具体的かつ構化された形で表現する
ことを支援し、さらなる発展や改良の機会を創出した。 

3. 内発的動機づけの向上 

Creative Thinking Facilitator からの即時的かつ建設的なフィードバック、対話の即時性
による学習への没入感の創出、学習者主導のコミュニケーション構造が、利用者の創的思
考への意欲を高める効果があることが示唆された。

(金, 2025)
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実践研究例2「大学教育の授業に関する実践知の導出を支援する 
対話型AIシステムの開発と形成的評価」(共同研究)

21

本システムの動作のながれ

開発システム TPACKフレームワークに
もとづく体系化と質問⽣成

n Context
n CK
n PK
n TK

⽂脈に関する情報

学習活動に関する情報

授業情報にもとづく省察的質問
（reflective inquiry)の⽣成

２. 授業情報の抽出

１. 基礎情報の取得

４. 不⾜要素の特定と補⾜ ５. 暗黙知の導出

実践者３. 学習活動の選定

共有したい
活動はコレ︕ 授業実践の省察に

もとづく応答

Tacit 
Knowledge

暗黙知を含む実践知を
形式知へ変換

６. 実践知の明⽰化

授業に関する資料

シラ
バス

Ⅰ. 授業実践に関する情報の抽出 Ⅱ. 対話を通じた情報の補⾜と暗黙知の導出

(香西・飯吉, 2025)

本研究開発の目的 

大学教員の授業に関する（暗黙知を含む）実践知を、生成AIとの対話を通じて形式知
化・体系化し、大学教員間で共有・教育実践コミュニティーとして蓄積することを可
能にする支援システムの開発
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何が大学教育にAIが与えるインパクトを決定づけるか？ 
注目すべき5つの兆候 

(The Chronicle of Higher Educationより)

生成AIは、学術界に受け入れられるか？ 

教員に対し大学は、どのようなAI利用に関するガイダンスやトレー
ニングを提供するのか？ 

生成AIの規制に関する動向は白熱するのか？ 

AIによって時代遅れになる授業（コース）はあるのか？ 

授業が教えられる方法は、根本的に変わるのか？

https://www.chronicle.com/article/what-will-determine-ais-impact-on-college-teaching-5-signs-to-watch

14

https://www.chronicle.com/article/what-will-determine-ais-impact-on-college-teaching-5-signs-to-watch


EDUCAUSE AI Landscape Study 2025 (1/2)

戦略とリーダーシップ 
今年の調査では、「AIを戦略的優先事項と見なしている」と回答した割合が57％で、昨年の
49％よりも増加 
AI関連の戦略的取り組みとして最も多く選ばれた項目は、「教員向けの研修（63％）」と「職
員向けの研修（56％）」 
AIに関連する新たなコストに対して、新たな資金源で対応していると回答したのはわずか2％
であり、経営幹部の最多回答（34％）は「自機関はAI関連コストを過小評価する傾向があ
る」 

方針とガイドライン 
AI関連の「利用許容ポリシー（AUP）」が存在すると回答した割合は、昨年の23％から今年
は39％に増加。「AIの登場によって機関全体の方針に影響がなかった」と回答したのは、わず
か13％にとどまった 
「自機関のサイバーセキュリティおよびプライバシーポリシーがAI関連リスクに十分対応でき
ている」と回答したのは、わずか9％

https://www.educause.edu/content/2025/2025-educause-ai-landscape-study/introduction-and-key-findings
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EDUCAUSE AI Landscape Study 2025 (2/2)
人材・スキル 

回答者の多くは「新たな人材を採用する（1％）」よりも「既存の教職員をアップスキルまた
はリスキルする（37％）」という方法でAIスキルの強化に取り組んでいると回答 
教職員に求められるAI関連スキルとしては、「AIリテラシー」が共通して挙げられたほか、「職
員には生産性向上」、「教員には教育実践におけるベストプラクティス」が重要 

教育機関間のAI格差（デジタルAI格差） 
小規模大学と大規模大学の回答者は、AIツールの個人利用、AI活用に対する動機、AIの将来に
対する期待と楽観度においては、驚くほど類似 
しかしながら、AI導入のために活用できる「資源」「能力」「実践」においては、小規模大学
と大規模大学の間に顕著な違いが見られる 

活用事例 
AIの活用が最も進んでいる部門は「教育・学習」であり、特に重点が置かれているのは「学術
的誠実性（74％）」「課題（65％）」「評価方法（54％）」「カリキュラム設計（54％）」
の分野 
学生の方が教員よりもAIを多く使っていると報告した回答者は全体の68％であり、教員の方
が多く使っていると答えたのはわずか2％。それにもかかわらず、多くの教育機関では学生向けよ
りも教員向けの研修に重点を置いている

https://www.educause.edu/content/2025/2025-educause-ai-landscape-study/introduction-and-key-findings
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パフォーマンス・ツール vs. プロセス・ツール

特定の課題を達成することだけが重要であるならば、AIはパフォーマ
ンス・ツール（成果達成のための道具）として活用できる。多くの職
場においては、プロセスよりも、より高く、より良い成果（アウトカ
ム）が重視される傾向にある。 

しかし教育においては、ほとんどの場合、目標達成への近道を取るこ
とよりも、学習プロセスを支援し、豊かにすることの方が重要になり
つつある。 

では、AIをパフォーマンス・ツールではなく、プロセス・ツールとし
て効果的に活用するにはどうすればよいか？
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「思考する」道具 vs. 思考を促す道具

AIは、必要な処理を軽減または排除するだけでなく、モデル化されて
いるプロセスを理解する必要性そのものも取り除いてしまう可能性が
ある。 

学習者に代わって「知的に」情報を処理するAIは、学習者の学習プロ
セスへの関与やその振り返りを減じてしまう可能性がある。 

（AIは）高次の思考を刺激し導くとともに、より優れた、そしてより
自立的な思考を促進すべきである。
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Effect of Tools vs. Effect with Tools 

“Effect with Tools”は、「人間がAIを使っている間だけ得られる共作用」
であり、例えば「AIに特定の知的な作業を依頼し、人間がAIとやり取
りをすることを通じてのみ何かを達成できる」という概念 

“Effect of Tools”は、「人間がAIを使って何かを遂行した後に、その経
験を通じて、AIを使わない時にも人間の特定の能力が向上していたり、
新たな能力が身につく」という概念  

人間の能力を育成・開発するという「プロセス」が重視されるべき教育
の場、とりわけ高次の知的スキルを習得することが今までより一層求め
られるようになる高等教育においては、この2つの概念を常に念頭に置
きながら授業や教育プログラム等を改善・再設計していくことが有益 

(Salomon & Perkins, 2005)
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https://www.nhk.jp/p/special/ts/2NY2QQLPM3/episode/te/YV8257L3ZZ/

”Effect of Tools”の好事例 
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高等教育におけるAIの活用推進のための政策提言
現在、日本の大学におけるAIの教育活用は、教員・授業科目・プログラム・
学科・学部レベルの自発的・ボトムアップ的試みが中心となっている 

各大学において、AI活用教育の促進・支援を行う全学的キャパシティー・
機能の整備を推進する必要がある 

既存の教材（オープンエデュケーションを含む）や教育システム・ツール
を改良・高度化し、より効果的・効率的な個別最適化学習を実現させる 

コロナ禍におけるPlus DX補助金プログラム（令和2年度「デジタルを活
用した大学・高専教育高度化プラン」）のような、Plus AI補助金プログ
ラムを早急に立ち上げることが望ましい → 教育・学習における重要課題
の解決や教育力の増強を図ることを主眼とし、目的や方法は各大学が自由
に設定できるようにする 

その上で、各大学におけるAIを活用した教育・学習方法のGood Practice
の可視化と大学間での共有を支援・促進する（全国レベル） 

四年制大学以外の高等教育機関や大学院における取組も重要
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22(引用元: https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/sankangaku/1413155_00003.htm)

デジタルを活用した大学・高専教育高度化プラン
令和２年度第３次補正予算額：60億円

（背景・課題）
○新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、これまで対面が当たり前だった大学・高等専門学校の教育において遠隔授業
の実施が余儀なくされ、実施に当たり課題も見られたが、教員･学生からは｢繰り返し学修できる｣､｢質問がしやすい｣など好
意的な意見があった。

○デジタル活用に対する教育現場の意識が高まっているこの機を捉え、教育環境にデジタルを大胆に取り入れることで質の高
い成績管理の仕組みや教育手法の開発を加速し、大学等におけるデジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）を迅速かつ
強力に推進することにより、ポストコロナ時代の学びにおいて、質の向上の普及・定着を早急に図る必要がある。

（対応）
○大学・高等専門学校においてデジタル技術を積極的に取り入れ、「学修者本位の教育の実現」、「学びの質の向上」に資す
るための取組における環境を整備。ポストコロナ時代の高等教育における教育手法の具体化を図り、その成果の普及を図る。

【事業概要】
○大学・短期大学・高等専門学校において、デジタルを活用した教育の先導的なモデルとなる取組を推進するため、デジタル技術活用に必要な
環境整備費を支援する。

【取組例①】「学修者本位の教育の実現」 （１億円×３０件程度）
遠隔授業による成績管理を発展し、学修管理システム（LMS）を導入して全カリ
キュラムにおいて学生の習熟度等を把握。蓄積された学生の学修ログをAIで解析
し、学生個人に最適化された教育（習熟度別学修や履修指導等）を実現
【効果】学生の理解度を総合的に確認。学生の学修履歴等から受講すべき科目や

履修の支援、個別の授業後に理解度に応じた課題を提供

【取組例①】「学修者本位の教育の実現」 （１億円×３０件程度）
遠隔授業による成績管理を発展し、学修管理システム（LMS）を導入して全カリ
キュラムにおいて学生の習熟度等を把握。蓄積された学生の学修ログをAIで解析
し、学生個人に最適化された教育（習熟度別学修や履修指導等）を実現
【効果】学生の理解度を総合的に確認。学生の学修履歴等から受講すべき科目や

履修の支援、個別の授業後に理解度に応じた課題を提供

理解度●%

【取組例②】「学びの質の向上」 （３億円×１０件程度）
VR(Virtual Reality)を用いた（対面ではない）実験・実習を導入するなど、デジタルを活用
して、これまで困難と思われていた内容の遠隔授業を実現。更に、自大学のみならず、開発した
教育システムやデジタルコンテンツ等を他大学と共有・活用
【効果】実験・実習科目において、現場と同等の体験をすることで、教科書やビデ

オ映像を見るよりも効果的な学修を提供

【取組例②】「学びの質の向上」 （３億円×１０件程度）
VR(Virtual Reality)を用いた（対面ではない）実験・実習を導入するなど、デジタルを活用
して、これまで困難と思われていた内容の遠隔授業を実現。更に、自大学のみならず、開発した
教育システムやデジタルコンテンツ等を他大学と共有・活用
【効果】実験・実習科目において、現場と同等の体験をすることで、教科書やビデ

オ映像を見るよりも効果的な学修を提供

学生ポートフォリオ

学修管理システム（LMS)
●学修者と教材の管理

受講者登録、教材の登録、
テストの登録、合否管理等
●学修者の進捗状況管理

学修進捗把握、成績管理、
オンラインでの質問等

入学から卒業まで一括管理した学生データ ＋ AI技術による解析

●活動記録
●自己評価 etc.

●学生情報
●履修登録情報 etc.

新型コロナウイルス感染症のリス
クがあるなか、対面式の実験・実
習の実施が困難

※ 各大学は、三密を回避しながら
分散して実施するなどの対応

講義やオンデマンド授業・VR等を活用
した実験等・実際の実験等の教育手法を
組み合わせ、学びの質を向上

VR技術等による臨場感あふれる実験・実習のデ
ジタルコンテンツを作成

学務情報支援システム
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今後の大学におけるAIの教育活用を考える上での観点
学生の学修履歴や成績等のデータを活用した個別最適化のためのAIの
利用可能性についてどう考えるか(「落とし穴」はどこか)？ 

大学や学部・研究科による教員の支援について(FDや学生へのガイダ
ンスも含め)重要なことは何か？(学部/大学院教育や分野/授業科目等
によって扱いが異なると思われるが) 

日進月歩で群雄割拠の競争が繰り広げられるAI(まずは生成AI)と、ど
う協奏するのか？→ AIリテラシーの養成(但し、一筋縄ではいかない) 

教員や学生の能力・役割の「代替や補完」ではなく、AIを用いて教育・
学習をブーストするためには何が大事か？→ ATI・TTTI研究の知見 

大学・教職員・学生それぞれの立場から、AIを用いて大胆に改革すべ
きことは何かあるか？ 

人間の感性・感情・感覚・直感・感受性等を、どう磨き高めるか？
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